
船舶事故調査報告書 

平成３１年３月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 火災 

発生日時 不明（平成３０年３月１８日 １８時００分ごろ～１９日 １６時１

９分ごろの間） 

発生場所 沖縄県石垣
いしがき

市登
と

野城
の し ろ

漁港 

 石垣港登野城第２防波堤灯台から真方位０２８°８０ｍ付近 

 （概位 北緯２４°２０.０′ 東経１２４°０９.８′） 

事故の概要  プレジャーボートゴールデンハウスは、係留中、火災が発生した。 

事故調査の経過 平成３０年３月２０日、主管調査官（那覇事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート ゴールデンハウス、１８トン 

 ２９６ー１５７２５沖縄、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 操舵室に焼損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 本船は、登野城漁港の岸壁に無人の状態で係留中、平成３０年３月

１９日１６時１９分ごろ、通行人が、本船の操舵室から煙が上がるの

を発見し、地元消防署に通報した。 

 船長は、本船から火災が発生していると知人から連絡を受け、登野

城漁港の岸壁に駆けつけた。 

 本船は、地元消防署消防士が操舵室付近から黒煙及び火炎が噴出し

ていることを認め、１６時３７分ごろポンプ車による消火活動によっ

て鎮火し、操舵室前部右舷側の舵輪付近の燃焼が強かったことが確認

された。 

本船は、新造から約２９年が経過しており、船長が約２０年前に沈

没して引き揚げられたものを譲り受けて修理を行い、約１５年前から

使用されていた。 

本船は、年に数回使用されており、本事故の直近では、約１年前に

使用されていた。 

船長は、本事故前日１８時００分ごろ船内のエアコン及び冷蔵庫を

停止して帰宅した。 

本船は、機関室に自動拡散型の消火装置２個が設置されていたが、

操舵室には設置されていなかった。 

分析  本船は、登野城漁港に係留中、操舵室前部右舷側付近から出火した

ものと考えられる。 



原因  本事故は、本船が、登野城漁港に係留中、操舵室前部右舷側付近か

ら出火したものと考えられる。 

 


